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序章                         

研究背景と研究目的 
 地方部では特に自家用車の依存度が高く、交通弱者

は行動制限を強いられている。国土交通省では交通確

保事業などの政策を行ってきたが、商業施設の分布や

交通網の敷き方等地域毎に交通特性が異なるため対策

の実行は充分に行われているとは言えない。この状況

を改善するため早急な対策が必要ではないだろうか。 

 日本の交通弱者の現状や交通の問題点を概観し、自

家用車依存地域の千葉県館山市を対象に交通の評価を

行い、結節点の利用方法と空間改善の可能性を提案し

交通弱者に対する交通対策への展開に寄与することを

目的とする。 
 
第 1 章 交通弱者の現状                                

交通弱者とは 
 1960年代にアメリカで起きた黒人暴動の原因を考際

する中で使われた言葉が由来で、自家用車を保有でき

ないことで都心へ通勤できず就業機会を逃し貧困から

抜け出せない人を指していた 1)。日本では社会的にノ

ーマライゼーションの思想が高まったこと 2)で交通弱

者という言葉が使われはじめた。本研究では交通弱者

を「自家用車の依存性が高い地域において自動車を自

ら運転することができず、交通手段が不足しているた

めに移動に困難をきたしている人々」と定義し、65歳

以上の高齢者又は高校生を研究対象者とする。 

交通弱者のハンディキャップ 

 高齢者は加齢に伴い日々の生活の中で様々なハンデ

ィキャップが生まれる。移動に着目すると歩行能力、

視力、判断能力の低下などが挙げられる。その為免許

返還の動きが加速しており交通弱者となりやすい。 

 一方で道路交通法第 6 章第 88 条第 1 項に「普通免

許（普通自動車に係る仮免許を含む。）は 18 歳に満

たない者は免許を与えない」と記されているため、年

少者は自ら自動車の運転ができない。移動には大人の

協力が必要となるが時間の制約もあり自由に移動でき

ないことが多い。 

 
第 2 章 近代以降の日本の交通                         

現在主に使用されている交通手段 
 2000 年の国勢調査、2021 年のパーソントリップ調

査では共に交通手段の利用率は自動車が半数を占める

結果であった。自動車はドア to ドアで移動できるた

め個人の交通として汎用性や利便性が良いことが日常

生活に広く浸透していった理由であると考えられる。 

	
第 3 章 千葉県館山市における交通政策     

千葉県館山市とは 

 千葉県の最南部に位置し、安房地域の中で最も人口が

多く中心都市としての役割を担っている。館山市内は国

道 127 号、国道 128 号沿いに大規模商業施設が集積しつ

つあり、市街地の空洞化が進んでいる。 

 館山市では 2020 年から館山市地域公共交通網形成計

画 4）を策定し、計画内で館山駅から半径2km圏内の商業

施設に高齢者が便利にアクセスできる循環バスの設定や

既存バス路線の見直しを行った。また、地区独自の対策

として富崎地区では集落支援員の考案による地域内送迎

の実証を行っており、地区毎にも対策が行われている。	

調査対象地の交通状況  
 地域内で交通対策を行なっており、運用路線量と商業

施設の多さが異なる２つの地域で調査分析を行う。 

 北条地区は館山市の市街地である。本研究では JR 館

山駅があり、館山市の中で公共交通に恵まれた地域であ

るが、1 時間に 1 本ほどしか運行しておらず、交通状況

は芳しいとは言えない。大型スーパーなどが郊外に移転

し、移動の幅が広がっているため、自家用車の需要も高

い。富崎地区は特に公共交通機関が脆弱であり、館山市

内でも高齢率が 1 番高い地域である。公共交通は JR バ
ス関東の南房州本線のみが１時間に 1 本、国道沿いに 3
発着地点のみで利便性は他地域と比較しても特に悪い。

独自の交通対策で地域循環バス（富崎ぐるっとバス）が

毎週土曜日に運行しているが、利用者は限られており運

行範囲も限られているため自家用車が必要な地域である。	
 

第 4 章 千葉県館山市における実施調査     

実地調査 
 第３章で述べた北条地区と富崎地区を調査対象地とし

た実地調査を 2 回行う。北条地区コミュニティー委員会、

富崎地区住人、千葉県立安房高等学校に在籍する者を調

査対象者とする。調査方法は表 1 の通りである。 

 
表 1：実施調査概要 

ヒアリング調査 
 公共交通機関の利用状況、満足度や普段の活動で困難

なことなどについて 4 件のヒアリングを行った。この調

査から高齢者は特に病院の通院に対して不便を感じてお

調査期間

調査地

実施日 調査対象

実施日 回答数

実施日

調査期間

調査地

実施日 調査対象

回答数

グループヒアリング（北条地区高齢者）

対象 北条地区コミュニティ委員会員　計4名

（80代男性4名）

2023年8月24日

富崎ぐるっとバス利用者　計9名

（70代女性3名、80代女性6名）

2023年8月26日

【高齢者】

・交通事情（移動手段、満足度など）

・買物、通院等の生活事情（頻度、場

　所、時間帯、満足感など）

・住人の属性（人柄等）

・地域内移動の利便性

【年少者】

・交通事情（移動手段、満足度など）

・買物、遊び場等の生活事情（頻度、場

　所、時間帯、満足感など）

・両親等からの送迎事情

調査項目

アンケート（北条地区）

北条地区住人

設問 ・通院している病院名

・最寄りのバス停

・バス停は便利な場所にあるか

・バス停自体に不便を感じているか

・人と立ち話をする場所

・通院ルート

グループヒアリング（年少者）

対象 千葉県立安房高等学校2年生　合計9名

（北条地区5名、富崎地区4名）

2023年9月11日

個別ヒアリング（富崎地区高齢者）

対象
富崎地区住人　合計3名

（70代女性1名、80代女性1名、

　80代男性1名）

2023年9月8日

グループヒアリング（富崎地区高齢者）

対象

241枚

設問 ・通院している病院名

・おどや、郵便局までは歩いて行けるか

・バス停は便利な場所にあるか

・バス停自体に不便を感じているか

・人と立ち話をする場所

・通院ルート

2023年11月12日

北条地区コミュニティ委員会芸能祭会場

会場内にブースの設置。

アンケート用紙1枚を配布し、

その場で記載。

配布方法

61枚

アンケート（富崎地区）

富崎地区住人

2023年12月1日〜2023年12月15日

北条地区コミュニティ委員会芸能祭会場

配布方法 回覧板を通し富崎地区全世帯(421世帯)

に各世帯アンケート用紙1枚配布。

地区会長が地区毎に回収



 

 

り、バスの動線の悪さや停留所の位置、停留所環境に

ついて不満を持っていることがわかった。高校生の北

条地区の生徒は、自転車(1 時間程度)で移動できる範

囲に日常生活は集約しており問題を感じている人はい

なかった。また、富崎地区の生徒は終バスが早いこと

やバスの動線の悪さが理由で両親等が送り迎えをして

いる人が半数以上おり、交通に多少の不便を感じてい

るが問題とは感じていないという結果になった。しか

しこの結果は不便さを自覚していないことが理由であ

り、交通環境が高校生にとって良いとは言えないので

はないか。また遊びや部活で電車を使用する場合の待

合空間には不便を感じていると明らかになった。 

アンケート調査 
 全 6問のアンケートを実施し、回答数は北条地区 61

人、富崎地区 241 人である。このアンケート結果から、

北条地区・富崎地区共に館山市内の主な公共交通のバ

ス停の位置に不満を持つ人は約 4 割であるが、バス停

環境に不満を持つ人は約 7.5 割に上り、結節点環境の

為に移動に不便を感じていると考えられる。富崎地区

での設問 2 では、回答者のうち布良郵便局のみ徒歩で

行ける人が多いという結果になり、既定路線の他に地

区内に小さな交通を通すことで不便さの解消に繋がる

と考えられる。 

交通状況の考察と評価 
 移動販売や宅配等の手段により買物に不便を感じて

いる人は比較的少なく、病院の移動に不便を感じてい

る人がほとんどである。高校生は館山駅を利用する際

の待合空間に不便を感じており、館山の交通は館山駅

を起点としているので、特に館山駅周辺での待合空間

の改善が必要である。また、富崎地区住人はスーパー

マーケットおどや、布良郵便局を中心に活動を行うの

で 2 点を中心とした動線作りの必要がある。またヒア

リング調査より移動することで人と会いコミュニケー

ションを取る人も多く、誰かに会うための買物や散歩

など必要を伴わない移動が存在する。結節点にこの要

素を入れることで必然性が無いコミュニティの場とし

ての結節点への利用促進に努めることができる。 

 

第 5 章 結節点の提案     
 本研究では結節点を「道の節」と称し、特に結節点

環境について提案を行う。まず結節点環境に必要な要

素を抽出し、北条地区・富崎地区共に各交通の結節点

をタイプ別に分け、結節点毎に試設計を行い、空間改

善策を提示する。また今後の高齢者の増加に伴いパー

ソナルモビリティ等の利用が一般化し、移動手段が変

化すると考えられる。富崎地区ではバス停までの移動

が難しいため、布良郵便局とスーパーマーケットおど

や間を移動する自動運転モビリティを配置し最低限の

移動手段を確保する。	

結節点の必要要素 

 「道の節」の必要要素として下記が挙げられる。	

・風や雨除けとなる壁・屋根かつ周囲からの見通しが良

い開放的な空間	
・待ち時間を快適に過ごせる空調設備等の設置	
・コミュニケーションを促進する椅子・机等の什器、プ

ライベート空間を程よく備えた空間配置 

・植栽等による暖かく人が留まりやすい視覚的効果 

・パーソナルモビリティ等の駐車場 

館山市内の結節点の分析 
 調査対象地の結節点は図 2のように 6つに分類するこ

とができる。 

 
図 2：調査対象地域結節点分類 

提案 
 分類した結節点毎に以下の道の節を提案する。道の節

では結節点機能とコミュニティ施設機能が備わっている。 

A：【都会広域型】3〜5グループが同時滞在、駐車スペ

ース 15台、周辺施設（施設駐車場）に設置 

B：【小都会広域型】3〜5グループが同時滞在、駐車ス

ペース 10台、空き家又は店屋に設置、私的空間 

C：【田舎広域型】3〜5グループが同時滞在、駐車スペ

ース 15台、周辺店舗駐車場に併設 

D：【都会狭域型】2〜3グループが同時滞在、駐車スペ

ース 5台、周辺施設（施設駐車場）に設置 

E：【小都会狭域型】2〜3グループが同時滞在、駐車ス

ペース 5台、空き家又は店屋に設置、私的空間 

F：【田舎狭域型】2〜3グループが同時滞在、駐車スペ

ース 5台、空き地に設置 

 

終章 終わりに     
 自家用車依存地域では結節点を改善することにより

「待つこと」に対する不満を解消することで交通への満

足度を高めることができる。また必ずしも目的を持って

移動するのではなく、コミュニケーションを期待して移

動、交流を行う場合もありその為の空間としての利用も

期待できる。さらに交通がより脆弱な地域では路線バス

のような大きな交通と小さな交通を地区形状に合わせて

配置も合わせて行うことで移動自体への不満も最小限に

することが可能だと考える。	
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